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現代写真の「展示性」の発展について



アジェンダ 01
⚫ 問いと問題意識の整理

⚫ 写真独自の言語性

⚫ 展示性を活用した表現変遷の事例

⚫ 結論と今後の展望
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01 問いと問題意識の整理 02
「展示性」は写真表現における

メタコミュニケーションになりうるか︖

展示性＝exhibitionality
展示の特徴、アプローチや方法論を示します。
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02 問いと問題意識の整理 05
「何が写っているのか︖」だけで語られてきた写真

「何」の部分（イメージ）ばかりが批評性の対象となってきた
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05

→イメージの比較だけでは写真表現における「言語性」は豊かにならない。

04
コミュニケーションの進化を考えてみるとき、生物が他者の発する「ムードの徴し」
に " 自動的 " に反応するレベルを徐々に抜け出て、その徴し（サイン）を、指示
信号（シグナル）として認識できるようになる段階が決定的に重要だということ
は明らかである。
グレゴリー・ベイトソン『精神の生態学へ【中】』佐藤良明訳、岩波文庫、2023、p.43
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コミュニケーションの言語性



「言語性」＝

「メッセージを伝えるコミュニケーションの特徴」

「意味／内容」 「伝え方／ムード」

「言語性」

mean tone
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↓ ↓

「どんな風（tone）に何（mean）を伝えるのか」= コミュニケーション
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コミュニケーションの言語性



05 コミュニケーションの言語性 06
額縁は、絵を見る人に、「この内側の模様を見るときと外側の壁紙の模様を見ると
きとで思考を切り換えよ」という暗黙のメッセージを伝えるわけだ。（中略）前項
のはたらきをする点で、フレームはメタコミュニケーションのレベルにある。フ
レームを画すすべてのメッセージは、あからさまなものも暗黙のものも、囲い込
むことによって、内側に来るメッセージの解釈のしかたを規定し、あるいはその
理解を助ける。
グレゴリー・ベイトソン『精神の生態学へ【中】』佐藤良明訳、岩波文庫、2023 年、pp.60-61
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06 展示性を活用した表現変遷の事例 07事例①︓ベッヒャー夫妻

「タイポロジー」による絶対的１枚の克服
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07

アストロノミックを実現する「デスクトップ展示」

展示性を活用した表現変遷の事例 08事例②︓ウォルフガング・ティルマンス
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In Tillmans' hands, exhibitionality becomes a distinctly photographic 
enterprise, a reformulation of past conditions, within the static immediacy 
of the exhibition itself, and a reflexive operation that neither falls victim to 
a melancholic celebration of social anomie, nor a reactionary affirmation of 
naturalized meaning or transparency.
33 Texts: 93,614 Words: 581,035 Characters – Selected Writings (2003-2015)

ティルマンズの手にかかると、展示性ははっきりと写真的な事業へと変わり、展
示そのものの静的な直接性の中で過去の条件の再考を行い、社会的異質性の憂鬱
な祝祭に陥ることもなく、また自然化された意味や透明性の反動的な肯定にもな
らない省察的な操作になります。

08 展示性を活用した表現変遷の事例 09事例②︓ウォルフガング・ティルマンス



展示性を活用した表現変遷の事例 10事例③︓細倉真弓

全体主義、ラベリングを乗り越える「展示可変×サイアノタイプ」
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「展示性（tone）」の部分について、それをメタコミュニケーションとして
とらえ、表現の重要な一形態であり、そこにも意味を伝えるシンボルが含ま
れると考えられるのならば、写真表現の領域は、イメージだけに捉われるこ
とのない、「ミーン」と「トーン」による豊かな言語表現の可能性があると
いうことになる。

「何が写っているのか︖」だけで語られてきた写真
「何」の部分（イメージ）ばかりが批評性の対象となってきた

↓

結論と今後の展望 11



結論と今後の展望 12
結論︓
今回の事例からも分かるように、写真表現における「展示性（tone）」の活用
に意識的であり、メタコミュニケーションとして、メッセージ全体を規定し、
そこにも意味を持たせているアーティストが現代写真において時代時代に登場
し、重要な表現者としてマイルストーンになっている。現代写真を考える、研
究する私たち側の抱える問題は、そのサインを見逃さずにいられるかというこ
とであろうかと考えます。

今後の展望︓
今後の展望としては、今回発表した内容をベースに事例として紹介した細倉真
弓のアーティスト研究として、「展示性」をひとつの特徴として注目した形で、
現代写真に関する論文としてまとめていきたいと考えております。
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